
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はじめに」から一部抜粋 

・工務店業界は現在様々の課題に直面している。例えば、人口減少と人手不足、建築ストックの高

齢化と新築需要の減少、（中略） 直面する課題の解決と新たな経営環境への対応という意味で、

工務店業界は体質改善の必要性に迫られている。工務店業界の活性化は地方創生のためにも必須

であり、この時点において SDGSという社会改革を目指す新たなツールの導入により業界の体質

改善を図ることは適切な取組であると考える。 

・本書が住宅供給に参画する地域の工務店、施主、地方自治体、建築関連産業、金融機関等のステ

ークホルダーのコミュニケーションツールとして活用され、工務店を含む地域社会の活性化に貢

献することができれば望外の幸せであると考える。 

全国の書店、Amazonで取扱い・販売 
日本建築センター (https://www.bcj.or.jp）でも販売 
お問い合わせ： 一般財団法人日本建築センター 情報事業部 

東京都千代田区神田錦町 1-9   TEL 03-5283-0478 
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